
今もなお従来型のタイムレコーダーと紙のタイ
ムカードを使用したアナログな勤怠管理が多い
です。しかし、DX化が進むにつれ、容易・安
価にクラウド方勤怠管理が導入できるようにな
り、業務効率化を実現することが可能です。

コスト削減 業務効率化
※社員 100名想定

タイムカード利用時 iTime 利用時

7割削減

従来型勤怠管理とクラウド型勤怠管理において、
労務管理におけるコスト比較を行ってみました。
これは、従来の紙やインク代などの消耗品がな
くなるだけではなく、社員が労務管理や勤怠管
理の集計作業に関わる時間が大幅に削減される
ために、社員労務費が大幅に削減されます。

※月末の給与計算等、手作業の削減により、
　残業時間の削減が可能です。

■ペーパーレス化
■適正な労働時間の把握
■リアルタイム集計
■法令順守
■どこでもチェック
■複数拠点管理
■給与連携

( 税抜 )

みんなの仕事、
常時見える化
みんなの仕事、
常時見える化

初期導入

無 料
１人あたり
月
額300円

 １ カ 月

無 料

脱タイムカード！！
工数管理で業務カイゼン。

30 日間無料トライアル実施 中



機能　

打刻の種別

業務の見える化
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東京本社：東京都台東区上野 6-1-11 平岡ビル 9F

パソコン

労務時間管理

有給管理 CSV連携 残業 /休暇申請 ダッシュボード

アラート シフト管理 工数管理

PCログオン
PCログオフスマホ ICカード 指静脈認証

働き方改革により、数多くの会社が、「生産性向上」や「業務効率化」といったスローガンを掲げる昨今において、「工数管理」
は大きなポイントとなると考えております。
工数管理で管理する必要な業務量の合計は、「業務にかかる時間」×「業務に関わる人の数」で算出されます。
つまり、管理下に置く主な要素は「人」と「時間」の2つとなります。

プロジェクトに関わる「人」と「時間」をリアルタイムで見える化しながら、作業を進めることは「期限内のプロジェクト完了」に
とどまらず「時間のかかっている作業の特定」や「負担の多いメンバーの発見」、など多岐にわたって効果を発揮してくれます。

【分析結果】営業訪問の時間が、な
ぜこんなに減ってるの！？このまま
では受注が減るのではないか？
【改善策】　原因は事務処理。事務処
理作業のシフト、またはパート雇用
などで、本来の営業業務向上を実現

【分析結果】Bプロジェクトの工数が
先月に比べて倍以上になっている！
【改善策】　工数が増えている原因を
抑えることで、トラブルの可能性を
リアルタイムにキャッチし、赤字を
事前に回避する改善を実現

社員の一時間当たりの付加価値額を算出！

QRコード

※ご利用者様のニーズに合わせ、 機能を組み合わせてご利用いただけます。


